
No. 作者 作品名 制作年 員数 材質 所蔵 展示期間

1 西山翠嶂 広寒宮 1907年（明治40） 六曲一双 絹本着色 京都市美術館

2 西山翠嶂 短夜 1917年（大正6） 六曲一双 絹本着色 兵庫県立美術館

3 西山翠嶂 錦祥女 1921年（大正10） 一幅 絹本着色 京都国立近代美術館 10/27〜12/9（以降は複

製パネル展示）

4 西山翠嶂 錦祥女　大下絵 1921年（大正10）頃 一枚 紙、木炭、絵の具、パステル 海の見える杜美術館

5 西山翠嶂 乍晴乍陰 1929年（昭和4） 二曲一隻 絹本着色 耕三寺博物館

6 西山翠嶂 乍晴乍陰　大下絵 1929年（昭和4）頃 一枚 紙、木炭、パステル 海の見える杜美術館

7 西山翠嶂 馬 1939年（昭和14） 一面 絹本着色 京都市美術館

8 西山翠嶂 馬　大下絵 1939年（昭和14）頃 一枚 紙、木炭、パステル 海の見える杜美術館

9 西山翠嶂 緑蔭閑話　大下絵 一枚 紙、墨、絵の具 海の見える杜美術館

10 西山翠嶂 轉迷開悟　大下絵 1908年（明治41）頃 一枚 紙、墨、絵の具 海の見える杜美術館

11 西山翠嶂 花見　大下絵 1909年（明治42）頃 一枚 紙、墨、絵の具、パステル 海の見える杜美術館

12 西山翠嶂 青田　大下絵 1912年（大正元）頃 二枚 紙、墨、絵の具、パステル 海の見える杜美術館

13 西山翠嶂 採桑　大下絵 1914年（大正3）頃 一枚 紙、墨、絵の具 海の見える杜美術館

14 西山翠嶂 落梅　大下絵 1918年（大正7）頃 二枚 紙、木炭、絵の具、パステル 海の見える杜美術館

15 西山翠嶂 牛賈ひ　大下絵 1934年（昭和9）頃 一枚 紙、木炭、パステル 海の見える杜美術館

16 西山翠嶂 竹生嶋　大下絵 1936年（昭和11）頃 一枚 紙、木炭 海の見える杜美術館

17 西山翠嶂 黒豹　大下絵 1954年（昭和29）頃 一枚 紙、木炭、絵の具 海の見える杜美術館

18 西山翠嶂 虎 二曲一双 紙本墨画 海の見える杜美術館

19 西山翠嶂 深山遊鹿 六曲一双 絹本着色 海の見える杜美術館

20 西山翠嶂 雀 十曲一双 紙本着色 海の見える杜美術館
右隻:10/27〜12/9
左隻:12/11〜1/14

21 西山翠嶂 三白 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

22 西山翠嶂 三白　大下絵 一枚 紙、木炭 海の見える杜美術館

23 西山翠嶂 報春晴 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

24 西山翠嶂 日露戦争 1905年（明治38）頃 六曲一双 絹本着色 海の見える杜美術館

25 西山翠嶂 相撲 1909年（明治42）頃 六曲一双 紙本着色 海の見える杜美術館

26 西山翠嶂 相撲　大下絵 1909年（明治42）頃 二枚 紙、墨、木炭、絵の具 海の見える杜美術館

27 西山翠嶂 女役者 1912年（明治45）頃 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

28 竹内栖鳳 秋深・敗荷白鷺 二幅 絹本着色 海の見える杜美術館

第一章　官展を中心とした展覧会での活躍〜若手画家から画壇の重鎮へ〜

第二章　継承と展開〜栖鳳からの影響と画風の形成〜

第三章　翠嶂をめぐる人々〜竹杖会と画塾・青甲社〜

・会期中に展示替えがある作品は展示期間を明記してあります。明記していない作品については全期間展示します。

・目録の順番は陳列の順番と必ずしも一致しません。

・都合により出品作品が変更になることがあります。

2018年10月27日(土)〜2019年1月14日(月･祝)

出品目録



29 西村五雲 後庭秋興 一幅 絹本墨画淡彩 海の見える杜美術館

30 井口華秋 舞踊 二面 絹本着色 海の見える杜美術館

31 上村松園 紅葉可里図 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

32 中村大三郎 静思 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

33 川上拙以 美人 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

34 小川翠村 菊 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

35 堂本印象 柳鳶 二曲一双 絹本着色 海の見える杜美術館

36 北野以悦 舞妓図 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

37 不動立山 桜狩り 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

38 森守明 椅子によれる子供 1925年（大正14） 一面 絹本着色 海の見える杜美術館

39 福田惠一 歌仙図画冊
1928～1932年
（昭和3～7）

一冊 絹本着色 海の見える杜美術館

40 戸田北遙 夏庭一隅 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

41 秋野不矩 田植えの頃 一幅 絹本着色 海の見える杜美術館

42 樋口富麻呂 鳥芸の少女 一面 絹本着色 海の見える杜美術館

フロアマップ
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